
 
 

静
岡
教
区 

中
遠
支
部 

立
教
百
八
十
九
年
六
月 

 
 
 
 
 
 

二 

四 

七 

 

☆ 

ひ 
の 
き 

し 

ん 
 

 

天
理
時
報 

手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

日
頃
は
手
配
り
ひ
の
き
し
ん
の
上
に
お
心
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
先
は
暑
さ
も
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
、
体
調
に
十
分
留
意

さ
れ
気
を
付
け
て
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

六
月 

 

十
日
号
： 

六
月 
 

五
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

六
月 

十
七
日
号
： 

六
月 

十
二
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

六
月
二
十
四
日
号
： 

六
月 

十
九
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

七
月 

 

一
日
号
： 

発
送
が
あ
り
ま
せ
ん 

七
月 

 

八
日
号
： 

七
月 

 

三
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

七
月 

十
五
日
号
： 

七
月 

 

十
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

七
月
二
十
二
日
号
： 

七
月 

十
七
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

七
月
二
十
九
日
号
： 

七
月
二
十
四
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

〔
日
時
〕
六
月
二
十
九
日
（
月
）
八
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分 

〔
場
所
〕
御
前
崎
市
浜
岡
福
祉
セ
ン
タ
ー 

現
地
集
合 

〔
内
容
〕
清
掃
・
除
草
ひ
の
き
し
ん 

〔
服
装
〕
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

〔
主
催
〕
一
組
「
よ
ろ
こ
び
の
会
」 

 
 
 
090

-

四
〇
三
二‐

六
七
七
一 

浅
井
宏
心
（
南
城
分
・
一
組
） 

 

「
日
時
」
六
月 

 

十
日
（
水
） 

九
時
～
十
時
三
十
分 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
天
時 

六
月
十
二
日
（
金
） 

 
 
 
 

六
月
二
十
四
日
（
水
） 

九
時
～
十
時
三
十
分 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
天
時 

五
月
二
十
六
日
（
金
） 

「
場
所
」「
エ
コ
パ
」
十
一
駐
車
場 

花
壇 

現
地
集
合 

「
内
容
」
除
草
と
花
が
ら
摘
み
の
ひ
の
き
し
ん 

「
服
装
」
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

「
主
催
」
掛
川｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

八
五
五
六―

二
九
六
一
萩
田
伊
津
夫
（
和
田
岡
分
） 

 

【
日
時
】
六
月 

十
一
日
（
木
）
八
時
三
十
分
～
十
時 

 

 
 
 
 

六
月
二
十
四
日
（
水
）
八
時
三
十
分
～
十
時 

 
【
場
所
】「
エ
コ
パ
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

花
壇 

現
地
集
合 

【
内
容
】
除
草
と
花
が
ら
摘
み
の
ひ
の
き
し
ん 

【
服
装
】
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

【
主
催
】
磐
田 ｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-
五
一
〇
五―

〇
六
七
二 

鈴
木 

孝
幸
（
山
八
分
） 

 



☆ 

つ 

ど 

い 
 
 

 

お
た
す
け
に
役
立
つ
勉
強
会 

福
祉
活
動
か
ら 

お
た
す
け
へ 

 

現
在
、「
互
い
た
す
け
あ
い
」
の
実
践
の
一
環
と
し
て
、
里
親
や
子

ど
も
食
堂
な
ど
の
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
会
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
私
た
ち
の
目
指
す
「
お
た
す
け
」
は
、
福
祉
活
動
の
み
に

よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
か
ら
、
お
た
す
け
に
役
立
つ
勉
強
会
に
名
称

変
更
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
の
機
会
に
、「
お
た
す
け
」
と

は
何
か
、
福
祉
活
動
か
ら
「
お
た
す
け
」
に
繋
げ
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 《
日 

時
》
六
月
二
十
六
日
（
金
）
十
三
時
～
十
六
時
四
十
分 

《
会 

場
》
お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
二
棟
三
階 

《
対 

象
》
よ
う
ぼ
く 

 
 

《
定 

員
》
三
十
名 

《
御 

供
》
一
，
〇
〇
〇
円 

《
携
行
品
》
筆
記
具 

《
締
切
日
》
六
月
十
五
日
（
月
） 

 
 

※
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め 

 
 

・
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方 

 
 

・
こ
れ
か
ら
福
祉
活
動
に
取
り
組
み
た
い
方 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
予
め
ご
承
知

く
だ
さ
い 

《
日 

程
》
十
二
時
四
十
分 

受
付 

 
 
 
 
 

十
三
時 

 
 
 

開
講
挨
拶 

 
 
 
 
 

十
三
時
十
分 

 

講
義
「
お
た
す
け
と
は
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
師
： 

井
上 

成
人
氏
（
天
理
教
校
職
員
） 

 
 
 
 
 

十
四
時 

 
 
 

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

 

吉
福 

成
人
氏
（
勉
強
会
運
営
委
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

登
壇
者 

井
上 

成
人
氏 

 
 
 
 
 

十
四
時
三
十
分 

休
憩 

 
 
 
 
 

十
四
時
四
十
分 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
） 

 

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と
は
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
で
少
人
数
の
対
話
を
重
ね
る
会
議
手
法
で
す
。
参
加
者
は
四
～
五
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
一
定
時
間
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
移
動
し
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
少
人
数
で
自
由
に
発
言
で
き
る
た
め
、
多

様
な
視
点
や
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
対
話

を
通
じ
て
、
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
同
じ
よ
う
な
活
動
を
す
る
人
同
士

の
一
体
感
も
高
ま
り
ま
す
。 

 

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
実
際
に
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

や
、
こ
れ
か
ら
活
動
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
人
が
現
在
抱
え
て
い

る
課
題
や
、
そ
の
解
決
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

生
か
せ
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 
※
お
問
合
せ 

 
 

お
た
す
け
に
役
立
つ
勉
強
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

℡0743‐

六
三―

二
三
一
四 

 
 
 
 
 
 
 
E

メ
ー
ル 

o-study@tenrikyo.or.jp 



☆ 

少
年
会 

 

ち
ょ
っ
と
！
パ
ッ
と
！
勉
強
会 

  

ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で
、
パ
ッ
と
学
べ
る
実
技
の
勉
強
会
で
す
。
お

ぢ
ば
に
お
帰
り
の
際
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

「
期
日
」
六
月
二
十
六
日
（
金
） 

「
場
所
」
天
理
教
少
年
会
本
部 
真
南
棟
四
階 

「
時
間
」
十
三
時
～
十
三
時
五
十
分 

「
参
加
費
」
二
〇
〇
円 

 
 

「
対
象
」
育
成
会
員 

「
服
装
」
動
き
や
す
い
服
装 

「
内
容
」
六
月
二
十
六
日
・
み
ん
な
で
歌
お
う
！
お
み
ち
の
う
た 

「
申
込
」
お
ぢ
ば
に
お
帰
り
の
際
に
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

「
問
合
せ
」
天
理
教
少
年
会
本
部 

☏0743‐

六
三―

一
九
五
四 

 

立
教
百
八
十
九
年 

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡 

隊
員
募
集
要
項 

 

〇
趣 

旨 

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡
」
は
、
わ
か
ぎ
で
あ
る
中
学
生

が
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
で
の
ひ
の
き
し
ん
を
通
し

て
、
教
区
内
の
同
世
代
の
仲
間
と
た
す
け
あ
い
を
学
び
、

交
流
を
深
め
る
静
岡
教
区
独
自
の
練
成
会
で
す
。 

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
の
「
人
の
た
め 

つ

く
す
よ
ろ
こ
び 

ひ
ろ
げ
よ
う
」
を
合
言
葉

に
、
お
ぢ
ば
で
の
ひ
の
き
し
ん
が
、
将
来
立

派
な
よ
う
ぼ
く
と
な
る
土
台
と
な
り
、
道
の

後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。 

〇
対 

象 

静
岡
教
区
内
に
在
住
、
あ
る
い
は
教
区
内
教
会
か
ら
推
薦

さ
れ
る
、
健
全
な
小
学
六
年
～
中
学
三
年
生
で
、
団
体
生

活
に
支
障
の
な
い
者
。 

〇
日 

程 

前
半
隊 

七
月
二
十
六
日
（
日
）
～
七
月
三
十
一
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
人
員
（
四
十
名
） 

（
五
泊
六
日
） 

 
 
 
 
 

後
半
隊 

七
月
三
十
日
（
木
）
～
八
月 

四
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
人
員
（
四
十
名
） 

（
五
泊
六
日
） 

〇
内 

容 

ひ
の
き
し
ん
、
し
こ
み
行
事
参
加
、
神
殿
案
内
、
教
区
行

事
、
お
た
の
し
み
行
事
、
他
。 

 
 
 
 
 

ひ
の
き
し
ん
は
、
南
右
二
棟
前
お
茶
所
で
の
お
茶
接
待
、

及
び
陽
気
ホ
ー
ル
で
の
ピ
ッ
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
誘
導
手

伝
い
、
他
。 

〇
御 

供 

一
人 

五
、
〇
〇
〇
円
（
兄
弟
で
参
加
の
場
合
は
二
人
目

か
ら
二
、
五
〇
〇
円
） 

〇
宿 
舎 

第
二
母
屋
（
天
理
市
豊
田
町
三
六
ー
一
） 

※
服
装
、
携
行
品
、
注
意
事
項
、
申
込
要
項
な
ど
は
問
合
せ
く
だ
さ
い 

 



〇
締 

切 

口
頭
連
絡
な
ど
に
よ
る
一
次
締
切
：
六
月
二
十
五
日
（
木
） 

 
 
 
 
 

ま
だ
確
実
で
は
な
い
が
、
参
加
を
希
望
す
る
段
階
で
も
、

そ
の
旨
を
育
成
委
員
に
口
頭
で
結
構
で
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

※
問
合
せ
は 
中
遠
支
部 

少
年
会
育
成
委
員 

 
080‐

四
九
二
七―

一
三
四
二 

埋
田
元
徳
（
久
努
西
分
・
三
組
） 

 

☆ 

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊 

  

令
和
八
年
六
月
二
十
七
日
（
土
）
か
ら
二
十
九
日
（
月
）
ま
で
の
三

日
間
、「
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊 
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
」

を
開
催
し
ま
す
。 

 

本
訓
練
は
、「
地
域
ひ
の
き
し
ん
の
さ
ら
な
る
充
実
・
有
事
即
応
の

体
制
づ
く
り
・
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
連
携
強
化
」
を
目
的
と
し
、
三
年
に

一
度
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
」
の
三
県
が
担
当
会

場
を
持
ち
回
り
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
年
は
、
静
岡
教

区
が
担
当
教
区
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

本
訓
練
は
、
昨
年
九
月
に
牧
之
原
市
で
発
生
し
た
竜
巻
災
害
に
お
い

て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
出
動
し
、
実
際
の
救

援
活
動
を
通
し
、
更
な
る
隊
員
の
連
携
強
化
と
体
制
づ
く
り
の
必
要
性

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
い
て
、
誠
の
心
で
ひ
の

き
し
ん
に
当
た
る
隊
員
の
姿
は
、
地
域
住
民
の
心
の
た
す
け
に
通
じ
る 

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

災
救
隊
の
皆
様
を
は
じ
め
、
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
、
青
年
会
、
婦
人
会
の
皆
様
の
ご
参
加
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

 

多
く
の
方
に
災
害
救
援
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
訓
練
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
今
後
の
地
域
の
ひ
の
き
し
ん
と
有
事
の

際
へ
の
備
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
を
未
経
験
の

方
、
訓
練
に
初
め
て
参
加
す
る
方
や
女
性
の
方
で
も
安
心
し
て
参
加
す

る
こ
と
の
で
き
る
作
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 

災
害
ひ
の
き
し
ん
隊 

静
岡
教
区 

隊
長 

 

小
塚 

嗣
夫 

 
 【

開
催
日
時
】
六
月
二
十
七
日
（
土
）
～
二
十
九
日
（
月
） 

【
開
催
場
所
】
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
「
エ
コ
パ
」 

【
宿
泊
場
所
】
山
名
大
教
会 

 

【
開
催
教
区
】
静
岡
教
区 

【
参
加
御
供
】
三
，
〇
〇
〇
円
（
支
部
か
ら
の
助
成
あ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 

日
帰
り
参
加
の
場
合
は 

一
日 

一
，
〇
〇
〇
円 

【
持 

 

物
】
隊
服
（
長
袖T

シ
ャ
ツ
）・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
安
全
靴

（
必
要
に
応
じ
て
地
下
足
袋
・
長
靴
）・
手
袋
（
ゴ
ム

手
・
革
手
・
軍
手
な
ど
）・
寝
袋
・
マ
ッ
ト
・
洗
面
風

呂
用
具
・
着
替
え
、
等 

 

※
参
加
申
込
、
問
合
わ
せ
は
、 

中
遠
支
部
隊
長
ま
で 

090
-

四
〇
三
二‐

六
七
七
一 

浅
井
宏
心
（
南
城
分
・
一
組
） 


